
次の一歩へ！ 校長　片岡　潤子

　卒業生の皆さん、卒業おめで
とうございます。東実での３年
間は、皆さんにとってどんな
日々だったでしょう。コロナの
影響を強く受けた生活に、「こん
なはずじゃなかった」との思い

を抱くこともあったと思います。これまでの「当たり
前」が根底から覆り、対面授業を基本とする学校の在
り方そのものを見直さなければならない状況も生まれ
ました。しかし、タブレット端末等のＩＣＴ機器の活
用により、学習環境の「当たり前」が大きく変わった
この１年、皆さんは良い意味での「こんなはずじゃな
かった」を経験したのではないでしょうか。コロナ禍
での学校行事、特に今年度の文化祭は、ＩＣＴ環境を駆

使して教室と全体会場をつなぎ、見事な一体感を生み
出しました。皆さんが作り出した新しい「当たり前」は、
東濃実業101年目からの歴史を繋ぐ第一歩として、必
ずや次の世代に引き継がれていくでしょう。厳しい環
境にありながらも目標を見失わず、知恵を絞って最後
までやり切ること。校訓にある「勤労」 「責任」 「進取」 
「創意」を体現し、さらに次の一歩を踏み出す皆さんを、
これからもずっと応援しています。
　保護者の皆様、お子様のご卒業おめでとうございま
す。これまでＰＴＡ活動や部活動振興に多大なるご支
援とご協力をいただきありがとうございました。今後
も変動する社会において、本校での学びがお子様の未
来を創る礎となり、大きく羽ばたかれることを確信し
つつ、心から感謝とお祝いを申し上げます。

本年度も学習成果発表会をオンラインで行いました
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　日頃より本校PTA活動にご理解とご
協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　記念すべき創立100周年の年の卒業生
の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
また、保護者の皆様におかれましては、

お子様のご卒業を心よりお祝い申し上げます。
　思い返せばこの３年間、コロナ禍中での高校生活を余儀なくさ
れ、通常の学校行事は１年時のみ。修学旅行は中止。自分だけでな
く、周囲の人も守るために生活様式が大きく変化し、制約が多くな
りました。そんな中でも、生徒会を中心にできる方法を模索して開
催した文化祭や球技大会、そして校則の改定。何かを変えるために
自分達で考え行動し、成果を出すことには多大な労力と勇気が必要
です。それを高校生活で身をもって学び、実践できたことは今後の
大きな自信になることと思います。
　僭越ながら、卒業生の皆さんにこの言葉を送りたいと思います。

「とにかく、考えてみることである。工夫してみることである。そ
して、やってみることである。失敗すればやり直せばいい」これは
松下幸之助氏の言葉で、私の座右の銘です。困難にぶつかった時、
その打開策を考える。先輩や周囲に相談しアドバイスをもらう。
やってみてだめなら他の方法を考えてやり直す。人生は一度きりで
すが、やり直せないわけではありません。その気になればいつでも
やり直せます。これからの人生、どうか自分自身と周囲の人を大切
にして歩んでください。
　本校は今年度、100周年を迎えました。これは地域に愛され、こ
れまで共に歩んできた実績の証明です。私個人としてはこの100
周年の節目にPTA会長をやらせていただき、心から嬉しく誇りに
思っています。生徒もPTAも先輩方から受け継いだこの「東実ブ
ランド」を次の世代へ引き継いでいかねばなりません。新しい事を
取り入れ、且つこれまでの伝統を継承していく、東濃実業高校の一
層の発展を祈念いたします。
　最後になりましたが、これまでご協力いただきましたPTA会員
の皆様、本校関係者の皆様、心より感謝申し上げます。そして、心
を砕き、時には心を鬼にして子ども達をご指導くださった先生へ心
より御礼申し上げます。

　PTA会長　安江　公志

新取継承

　今年度もコロナ禍のため、社会見学を春から秋に変更し、11月30日に３学年が各地に出かけました。また、１年生の
ふるさと魅力体験事業、２年生のキャリアガイダンス、３年生の日帰り研修もあり、学校生活とは違う様子をたくさん
見ることができました。

行 事 の 記 録
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２
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生

３
年
生

11/30　リトルワールド 12/16　ふるさと魅力体験事業（各務原航空宇宙博物館、ヤマザキマザック）

11/30　高山 12/７　キャリアガイダンス（中部大学）

11/30　ナガシマスパーランド 12/17　日帰り研修（ユニバーサルスタジオジャパン）



　生まれてから17年間、私のことを支えてく
れた家族全員に感謝の気持ちを伝えたいです。
私が今まで不自由なく、充実した生活を送れて
いるのは、家族のおかげです。夜遅くまで働い

てくれている父。精神的に支えてくれている母。朝早く起きてお
弁当を作ってくれた祖母。勉強を教えてくれている祖父。元気す
ぎる弟。私はこの家族のおかげで毎日を楽しく過ごすことができ
ています。しかしながら私は、感謝の気持ちを直接伝えることが
できていません。言葉で伝えることがどれだけ恥ずかしくても、
心の中で思うだけでは自分の気持ちは相手に伝わらないと改めて
思いました。父の日や母の日だけでなく、普段から「ありがとう」
と言葉で伝えていこうと思います。また、ただ言葉で伝えるだけ
でなく、行動でも感謝の気持ちを示していこうと思います。お皿
洗いや洗濯だけでなく、代わりに料理を作るなど、普段しても
らっていることに感謝しながら恩返しがしたいです。

３年１組　松尾　虹花
　

伝えたいこと

　私は小学２年生から今まで陸上競技を続けて
きました。たくさんの指導者・仲間・ライバル
に出会うことができました。また、陸上競技を
通じて自分自身を成長させることもできまし

た。このような素敵な環境で何不自由なくやってこれたのは、
家族の支えがあったからです。毎日一生懸命働いてくれる父。
毎日お弁当を作ってくれたり家事をやってくれる母。たくさん
話を聞いてくれる姉妹。改めて私は、家族に感謝しないといけ
ないなと思いました。たくさん支えてくれてありがとう。
　私は就職をします。今まで迷惑や苦労をかけてきた分、恩返
しできるように頑張ります。これからは、今の生活が当たり前
だと思わず、常に感謝の気持ちを忘れずに生きていきます。さ
らに社会人として自立し成長していきたいと思っています。
18年間本当にありがとう。これからもよろしくね。

３年２組　稲熊　汐里
　

感　謝

　私はこの18年間家族に支えてきてもらいまし
た。夜遅くまで働いているのにも関わらず、ど
んな状況でも家事をこなし、毎朝早くから起き
て私のために美しいお弁当を作ってくれた母。

何か不安なことがあると相談に乗ってくれて、進路がうまく決ま
らなくて悩んでいる際には「お前の好きなようにしていいぞ」と
言ってくれた父。どんな時でも必ず私に寄り添ってくれて味方に
なってくれる兄。私はこのような家族に恵まれ、家族一人一人の
おかげでこの18年間の人生が楽しく幸せな日々となりました。
　そんな支え続けてくれている家族に私は、「ありがとう」と伝え
たい。「ありがとう」だけでは、本当は足りないのかもしれません。
いつもかけてきた苦労や迷惑を言葉だけでは返すことはできない
でしょう。しかし、まずは言葉だけでも伝えることが大切だと私
は思います。いつも迷惑をかけてすみません。支えてもらってい
ます。感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとう。

３年３組　河村　拓実
大切な一言

　私は家族に支えられて生活しています。しか
し、なかなか感謝の気持ちを伝えられていませ
ん。だから、この場を借りて感謝の気持ちを伝
えたいと思います。

　私が野球を始めたばかりの時に忙しいのにも関わらず、毎日のよ
うに付き合ってくれた父。どれだけ朝が早くてもお弁当を作ってく
れたり、どんな相談にも乗ってくれる母。勉強で分からないことが
あると、わかるようになるまで優しく教えてくれる兄。いつも癒し
を与えてくれる愛犬くぅーちゃん。家族のおかげでつらい事も乗り
越えることができたし、楽しく生活できています。だから、今まで
の感謝の気持ちを伝えます。家族のみんな「ありがとう」。
　私は将来、父のように明るくたくましく、母のような真面目で優
しい人になることが目標です。その目標に向けて頑張るので見守っ
ていてください。そして、これからは恩返しをしていきます！！

３年４組　大野　愛弥
「ありがとう」って伝えたくて

　私は小学校２年生から今に至るまでの11年間、
バレーを続けてきました。これまでバレーを続け
ることができたのは、家族の支えがあったからで
す。本当にありがとうございました。とても感謝

しています。
　今までバレーを続けてきて、技術の向上はもちろん、バレーを好き
な気持ちが増し、バレーを通して、かけがえのない良い仲間とも出会
うことができました。こんなにも良い環境を与えてくれた両親には感
謝しかありません。どれだけ朝が早くても、私より先に起きて弁当を
作ってくれる母、どれだけ遠くても送迎してくれる父と姉。私は、家
族に支えてもらっていたからこそ、11年間もバレーを続けられたと
思います。これからも家族の支えが当たり前のことだと思わず、常に
感謝の気持ちを持ち、たくさん恩返しをしていきたいと思います。
　私は、将来、子どもと関わる仕事に就くという夢を叶え、次は私が
家族を支えたいです。

３年５組　長谷川　玲花
家族のみんなにありがとう

　私は家族に２つのことでありがとうを伝えた
いです。
　１つ目は、送迎をしてくれたことです。「自
分で選んだ学校なんだから自分で行け。」とよ

く言っていたけれど、雨の日や雪の日、部活で帰りが遅くなる
日など送迎をしてくれました。ありがとう。
　２つ目は、私の話をたくさん聞いてくれたことです。私は家
族の中で１番おしゃべりで、その日の出来事を誰かに話さない
と気が済みません。そんな私の話を優先的に聞き、相談にも乗っ
てくれて、最後には「相良なら大丈夫。」と言ってくれました。
これは幼いころからずっと聞いてきた言葉だけれど、いつでも
自分に自信が持てる言葉になっています。ありがとう。
　私が少し大人に近づくにつれ、一緒に過ごす時間は少しずつ
減っていくけれど、こんな私をこれからもよろしくね。

３年６組　安江　相良
支　え

卒業生からの
「ありがとう」の言葉
卒業生からの
「ありがとう」の言葉



＜地域連携・地域交流＞　
飛び出せ地域へ東実プロジェクト　～地域共創を目指して～

事務管理類型

　事務管理類型は、社会人として必要となるスキルについて研究を
重ねてきました。その中でも、資格とマナーを柱としています。学
習成果発表会では、マナーを主題とした動画が展開されるとともに、
本校で学んだことを卒業生が実社会でどのように生かしているかを
紹介する「TJ　WORKER」、資格取得のための「検定攻略本」の
作成、そして検定攻略の強い味方「文房具」についての研究の取り
組みを紹介しました。

簿記会計類型

　簿記会計類型では、地域活性化をコンセプトに、地域が抱える問
題に焦点を当て、地域が元気になる取り組みを行ってきました。名
鉄広見線にもっと乗ってもらうため、飲食店を中心に沿線の魅力を
伝える取り組みや、園児が描いた電車の絵画展の開催などを行いま
した。また、コロナ禍での飲食店の現状を調査し、地域の飲食店の
魅力を発信する取り組みなどを行いました。

起業創造類型

　起業創造類型では、商品開発を通して地元企業、今年度は、加茂農林高校（栽
培したニンニクの使用）ともコラボレーションをして活動しました。また、卒業
生の塚本様の「笑顔の花びら集めたい」の活動をサポートさせていただきました。
■ 鵜舞屋さん：「ちゃちゃっ豚・ちゃちゃっ鶏」の商品開発とドライブスルー、
　 ウォークスルーでの販売
■ 馬力家さん：「ランチメニュー」の開発
■ 塚本明里さん：筋痛性脳脊髄炎の啓発活動、エコキャップアートの作成が主な
　 活動です。

ソフトウェア活用類型

　さまざまなソフトウェアを活用してＷＥＢページの作成、画像や
動画の撮影・編集方法などを学びました。身に付けた力を生かして
学校や地域に貢献できる取り組みを目指して活動しています。今年
度は特に、学校周辺や生徒自身の出身地域の「おすすめスポット」
や「お店」を紹介する動画の作成などに精力的に取り組みました。

プログラミング類型

　プログラミング類型全体のテーマは「Next a」です。これはプログ
ラムでよく使われるコードで、プログラミングの楽しさを次に繋げてい
きたいという思いが込められています。また、作品のテーマは「東濃実
業100周年」と「新型コロナウイルス感染症予防」とし、検定試験の用
語を覚えるプログラムや体調管理のプログラム、ゲームで感染症予防の
意識付けを行う作品など、様々なプログラムを作成しました。発表用の
動画作成では画角や楽曲にもこだわり、生徒自身が作詞作曲しました。

システム開発類型

　システム開発類型は「iphone向けアプリの開発」に取り組みました。
MacbookのXcodeというアプリ開発ツールを使い開発を進めましたが、
初めてのことばかりで、思い通りにならないことも多くありました。タイム
カプセル株式会社より外部講師としてご来校頂き、指導を受けることで少し
ずつ知識や技術を身に付けることができ、今では「オリジナルアプリの開発」
に取り組めるほどの力を身に付けました。使う人に楽しんでもらえるアプリ
や東濃実業の後輩にむけたアプリの完成を目指し、開発を進めました。

商業科（　　　　　）の課題研究ビジネス管理科
ビジネス情報科



生活文化科の課題研究

　今年度の求人件数は約900件と、コロナ禍の影響を多大に受けた昨年度と件数的には同レベルでしたが、地元製造業を中心に求人の内容、求人数
は回復しました。その内、通勤可能な企業からの求人件数は約340件で、例年複数人の求人がある企業の求人が昨年度の１人から複数人に戻ったり、
事務職求人が増えるなど回復傾向が見られました。
　就職については、コロナ禍で、夏休み明けに自宅学習期間がありましたが、就職希望者の面接指導は予定通り対面で実施しました。例年通りの準
備を経て、９月の就職試験では、本校生徒の１次内定率は94.2％と、昨年度の84.6％を大きく上回りました。コロナ禍でも地元の製造業が堅調で
あったことが一要因ではないかと考えられます。残念ながら１次試験不採用であった生徒は、２次求人より就職試験に臨み、10月中には内定をい
ただきました。諦めず、前向きに就職活動に取り組んだ成果であると思います。公務員については、御嵩町役場、坂祝町役場、可茂消防、自衛隊に
合格、内定をいただきました。
　進学では、商業科は経済・経営系および情報系の関連分野を中心に、生活文化科は例年同様に医療看護系や保育系などの生活関連の実学系統へ進
む生徒が多い状況です。進学先は、富山大・名古屋市立大・山梨大・静岡県立大・愛知大・中京大・名城大・愛知学院大等の四年制大学、県立多治
見看護専門学校にも合格しました。小論文や面接のほかに、英語や国語などの学力が求められる入試が多くなっていますので早くからの対策が必要
になります。また、出願の際の書類等には、活動報告書など自らの具体的な活動を記入することが多いです。専門科での体験授業、地域での活動や
校内外でのボランティア活動、取得した資格、部活動などの記録を、しっかり残しておくことが重要になります。
　社会人としての資質を身につけるため、毎年２月２年生で取り組むインターンシップは、コロナ禍のため昨年度に引き続き中止となりました。地
元約80の事業所のご協力のもと、個々の実習先も決定し準備も進めていましたが残念です。来年度は実施し、有意義なものにしたいと考えます。
　来年度も不透明な求人状況、変化が続く進学入学試験にも対応し、本校生徒が諦めず前向きに取り組み、希望の進路を実現することを願い、支援
していきたいと思います。

令和３年度の進路状況について

① 全体の状況 

男子 女子 合計 割合（％）

進　学 69 111 180 75

就　職 24 36 60 25

合　計 93 147 240 100

② 進学・校種別

男子 女子 合計

四年制大学 43 40 83

短 期 大 学 1 31 32

専 門 学 校 654025

合　計 69 111 180

③ 就職 

男子 女子 合計

令和４年２月15日現在

一　　　般 20 33 53

アルバイト

公　務　員

211

523

合　計 24 36 60

衣文化類型　　テーマ「Afternoon Tea」

　楽しいお茶会をテーマに「クッキー」 「キャンディ」 「チョコレー
ト」 「シャーベット」の４つのグループに分かれて衣装を製作しま
した。テーマやグループ決め、それぞれに合う素材や技法等、何度
も話し合って納得いくまでこだわって完成させた作品です。甘くて
可愛らしいイメージやほろ苦く大人の雰囲気を、衣装だけでなく
ファッションショーにも表現しました。

福祉看護類型　テーマ「LIFE」

　昨年度考案した「夢いろ脚体操」の普及活動としてDVDを制作
したり、地域の高齢者施設とオンライン交流をしたりするなど、コ
ロナ禍でも地域の方々との関わりを大切にして活動を行いました。
その他に、災害時に使える防災風呂敷を製作し、防災について研究
しました。

食文化類型　テーマ「Dolce  ～ 22人の個性を添えて～」

　地域の洋菓子店「ラ・プロヴァンス」様にご協力いただき、御嵩
町の特産品「舳五山茶」と「中鉄砲きな粉」を使って焼き菓子の開
発に取り組みました。その他に、シュガークラフトや和菓子等の研
究を行いました。

保育類型　テーマ「つみきのおしろ」

　地域の民話を子どもにわかりやすくした人形劇や、ウレタン人形
が音楽と歌に合わせて躍る人形劇などを収録したＤＶＤや簡単工作
キットを児童福祉施設に配布し、地元の魅力や童謡の楽しさを広め
ました。その他子どもと遊びや歌、地域の民話、子育て支援活動の
研究をしました。



部活動の成績

夏以降の活躍

部活動名
団体
個人

成　　　績男・女大　　会　　名

　陸上競技部の巴里花さん（３-６）、稲熊汐里さん（３-２）、稲熊伶圭さん（１-２）、田中亜実さん（３-２）、古世菜々子さん（３-５）、長谷川監
未さん（３-５）、田中沙和さん（１-５）が400ⅿリレーに、稲熊汐里さん（３-２）が女子100ｍハードルで東海選手権に出場しました。東海高校新
人大会に稲熊伶圭さん（１-２）が200mで出場しました。
　筝曲部と吹奏楽部が和歌山県で行われた第45回全国高等学校総合文化祭に出場しました。
　商業部の表側杏佳さん（３-３）、今井有桜さん（３-３）、澤野大輝さん（３-４）、斉藤美優さん（３-１）、大脇三奈さん（３-１）、袴田柚衣さん（３-３）、
熊谷海斗さん（２-３）が第43回東海地区高等学校商業実務総合競技大会に出場しました。
　ボート部の的場直喜さん（２-３）が第35回中部高校選抜競漕大会に出場しました。

陸上競技部 筝曲部　と　吹奏楽部

商業部 ボート部

５つの部活動に
激励金を
贈りました

出場

ベスト８

ベスト８：2-2大岩明穂・2-2吉田美来

　　　　　2-2板津柚南・2-5間宮夕羽美

ベスト16：2-1赤塚樹香・1-1立川ななせ

　　　　　2-6大杉　唯・2-6田中奏空

優勝

５位

ベスト16　1-3秋山明曖・1-5森田紗加

ベスト16　2-1佐藤柚凛・2-5渡邊夢菜

ベスト16　2-1佐藤柚凛・2-5渡邊夢菜

ベスト16　2-1林　里瑚・2-2大澤千尋

ベスト16　1-3秋山明曖

岐阜県高等学校剣道新人大会

岐阜県高等学校卓球新人大会

団体

団体

団体

団体

個人

ダブルス

個人B

男・女

男

女

女

女

女

女

女

剣 道 部

卓 球 部

バドミントン部

バスケットボール部

ソフトボール部

テ ニ ス 部

第39回岐阜県高等学校ギター・マンドリン、邦楽合奏コンクール

第13回高校生朝ごはんコンテスト

第22回鶏卵・鶏肉コンクール

岐阜県高等学校総合文化祭　美術・工芸展　

令和３年度岐阜県高等学校ソフトボール競技（女子の部）
兼第40回全国選抜大会岐阜県予選会　

東海毎日ジュニアテニス選手権大会U18

岐阜県高等学校テニス新人大会

第12回　観光地写真コンテスト

県総合文化祭写真展

第46回全国総合文化祭写真の部

第31回　各務原高校生美術展写真の部

岐阜県高等学校バスケットボール新人大会中濃地区予選

岐阜県バドミントン選手権（複２部）

美 術 部

筝 曲 部

写 真 部

その他コンテスト

入選　3-6梅下詩央里　3-3北野大誠　3-3遠山美結　

優秀賞

優秀賞　2-6吉野希実

優秀賞　2-6吉野希実　3-5島尻実奈

最優秀賞　1-3松永明来　
奨励賞　2-6玉野莉子

第46回全国総合文化祭写真の部　岐阜県代表　2-6玉野莉子

最優秀賞　1-3今井弓月姫

優秀賞　2-6玉野莉子　1-6岡田咲希
奨励賞　2-1三輪奈央花　1-2 亀井美佳　
　　　　1-2谷口七砂　1-4渡邉結衣

優秀賞　2-1山田彩乃　2-5若原春菜　　
奨励賞　2-1日下部花　1-6小林　凛
入　選　2-1今井春奈　2-1坂田留菜　2-1三輪奈央花　
　　　　2-6玉野莉子　1-2亀井美佳　1-3今井弓姫月　
　　　　1-4渡邉結衣　1-6岡田咲希　1-6渡邉伶波

ベスト８
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